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日本における乳児保育 の 史的考察 1
一　1945年か ら 1950年代半ば　一

　　 韓 仁 愛 い ン イ ン エ イ）

　　　 （日本福祉大学大学院）

は じめ に

　本報告で は、戦 後か ら 1950 年代半ばまで に焦点 を

当 て、乳児保育が実施さ れる 過程 を子 ども の保育を受

ける権利 と母親の 働 く権利を 同時に保障す る視点か ら

史的考察を行 う。 本研究 で使用して い る 「乳児」 は、

当時保育 の 現場 で 使用 され て い た 3 歳未満児を指す。

1 戦後 の 婦 人 労働 と保育所 の 実態

　戦後 GHQ に よる 5大改革は女性 とくに婦人 に とっ

て は、戦前の家制度の下で の男女差別からの解放へ の

糸 口 で あ っ た。一方、生活面で は、．1937 年を基準 に し

て、敗戦後 か ら 1946 年 1 月の 賃金 は 4・4 倍 に対 して 、

生活費は 東京で 15 倍、大阪で 22 倍 に なり、「タケ ノ

コ 生活」 と呼ばれる程の 厳しい 状況で あ っ た。こ うし

た社会状況の なか で、婦人 の 雇用は 戦後 1949年を除

き、毎年 増 加 した もの の、賃金 が男 性の 44，1％ にあた

る とい う低い 水準の 労働力と して 扱わ れて い た。とく

に 女性は 結婚 と とも に 出産 ・育児 と い う問題 を 抱え て

い る こ とで、たとえ低賃金労働 で あっ て も仕事 を続け

る こ と を 望ん で も続け られな い 場合が多 か っ た。

　そ の な か で、戦後の婦 人 たち は、生活 上 の不 公 平 に

異議 を 唱え、家族 を守り、わ が 子 を奪わ れ る危険の あ

る戦争から子どもを守る た めに平和 を願う運動 を し始

めた。例え ば、そ れ らは婦人た ち によ る組合お よび婦

人 団体 で の行 動 を 通 して 意思 を 表明 する と い う形 で 表

された。その なかで、婦人が
一

番敏感に動 い た の は、

保育所 の増 設、職場に連れて きた子どもの 授乳をす る

場所 の確保や母性保護の 問題で あっ た。

　1950 年 11 月 19 日の 夕刊朝日新聞の 記事に よ る と、

当時保育所に お け る 保育を 受け て い る 乳幼児数が

249
，
166 人 に対 して 、保母総数は 11

，
923 人で ある。乳

児 が 20 人に 保母は 1人、幼児 40 人 に保母 は 1人の 割

合で、児童福祉施設最低基準を はる か に 下回っ て いる。

しか も、10時間以上 の 勤務で 月 収平均 2，500 円と い う

過労と薄給で、保母 は続 々 と倒れ る か、他 に 転職 して、

当時保母 は 約 200 名の 人員不 足 だっ たと記 され て い る。

　さ らに，生活 に追わ れ る母親 は子 どもの 面倒を見 る

こ とがで きず、放 りっ ぱなしにせざるを得なかっ た。

そ して 乳児 を背中に く く りつ けて 母親は
一

日中働 かね

ばな らなかっ た。子 どもを見守る 者が いな いた め に、

自動車に跳ね られ た り，池 に落ち た り、外出 した 母 の 留

守に 火 の い たず らで 火事 に な り、七軒も焼 いた と い う

記事がある。

　保育所 の 数 は 1946 年では 873 ヶ 所、1947年で 約

1，500 ヶ 所、1951 年で は 4，485 ヶ 所 で、1955 年には

8，321 ヶ 所 と増え て い っ た e1951 年で は 保育所入所児

童数が 366
，
434 名 の O．58％ に 当た る 2，117 名が 2 歳未

満児、1954 年で は 610，485 名中 2．63％ の 16，497名が

3歳未満児で あっ た。1955年に は 923，724名中 1．87％

に当たる 17，254 名 の 乳児が保育を受けて い る。戦前

に比べ る と保育所 の数は 増加 して い る もの の ，保育所

の 絶対数は 少な く、保育 を受けられ る子 ども の数は ほ

ん の僅か で あっ た。

2　 「民主保育連盟ニ ュ
ース」 にみ る乳児保育の 実際

　1946 年 10 月、羽仁説子を中心 に組織 された 民 主 保

育連盟 は、広 く母親や 婦人労働 者へ の 啓 蒙 的 な 動 きか

けを行 い、新 しい 幼児教育者 の創造 を 目指 して、保育

理 論へ の研究及び保育実践を 進めた 。 その 活動の 中に

「民 主保育連盟ニ ュ
ース 」の 発行が あっ た。つ ぎは 「民

主保育連盟 ニ ュ
ース 1 に 見 る 乳児保育 の 実情 で あ る。

　東京都世田谷区の 世田谷郷 に は約 400 名 の職安労働

者が住み、そ の 中の 約 200 名は 子 ど も を持っ 婦 人 で あ

っ た。世 田谷 郷 内 に は二 つ の 保育所が ある が ，3 歳以

下の 子 どもは預かっ て い ない 。また、保育料が高 く、

時間が短 く、そ の上満員 の ため 母親等は 子 ど も の面倒

に困っ て い る状況で あっ た。そ の なかで 母親た ち は、

切実な思 い を行動 に した。

　熊本県の ある婦人部で は、乳児を持 つ 約 20 人が 中

心 に授乳所 を要求 し、工 場棟内 に作る ことが で き た 。

こ れで 午前午後 30 分ずつ の 授乳時間が安心 して使え

る こ とに な り、母子ともに喜んだ事が記されて い る。

働 く母親に とっ て は、授乳所を獲保す る こ と は，安心

して 子どもに 授乳でき、仕事がで きる こ とで あ り、当

時の 母 親に とっ て は，そ れ は 本 当 に 切実 な 問題 だ っ た。

　保育所を切実に必要として い る状況 につ い て、つ ぎ

の ニ ュ
ー

ス を見たい 。

　1950 年 4 月頃か ら保育所がほ しい との 母親た ち の
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「

切実な要求を取 り上げて、建設労働組合で は各現場で

託児の 活動 を は じめ た。しか し、転 々 とす る現場で い

つ も変わ る子どもの顔ぶ れ で は、母親を安心させ る保

育はで きな い と意見が 出 され た。そ こ で 、母親た ち は何

度 も 三 鷹市役所、東京都庁 に 出か け、市 に場所 を提供 さ

せ た。しかし、そ の 場所 は便所 が遠 い こ と、車の 往来

が 激 しい 道路に面して 囲 いの 棚がな い こ とな ど設備 に

つ い て 問題が指摘ざれた。また、子 どもたちは殆 どが

3 歳未満児だっ た た め 母親か ら離れ る と泣き続けるた

め母親が背負っ たり、抱 い た りしなければな らな い こ

とが あ っ た。また、民 主 保 育連盟 ニ ュ
ー

ス No20 で は，

「『ぜ ひ 入れ て下 さ い 』と 申 し込ん で く る家庭が 日毎 に

増えて 3 月中旬で 120名を越えた。それ も 4 歳以下の

小 さ い子 どもが多 くて、どう に も今 の ままで は入 れき

れ な い 」 と紹介し、1951年 3 月 19 日に 申し込児の母

親と保育所の 母 の 会との 懇談会を 開い た こ と を報告し

て い る。なか に は、労働者 ク ラ ブ保育園 の 倉庫．を改造

し、「分園と して 保育を始め る等の 事例 もあっ た。そ の

労働者クラ ブ保育園の 生 活表 に よ る と、まだ 0歳児 の

保育はなされ て い な い が、1・2 歳児 に対する保育内容

として、乳児には欠かせ ない 健康調査および手洗い、

用便、午睡な どの 日常生活 を身に つ け る た め の 保育と、

遊びを通 して の 発達を図っ た こ とが見 られ る。

3　各地における乳児保育 につ いて の 実践 の試み

　 っ ぎに、戦後各地域 で行われた い くつ か の 乳児保育

に関わ る 実践を紹介す る。

　1950 年 7 月 に 開 園 し た滝野 川 保育園 は11947年か

ら焼失 を免れ た戦時託 児 所が母 体 とな っ て 再 開 さ れ た。

滝野川保育園で は、既 に 9； 10 ヶ 月 児 を は じめ、1歳

2 歳の 子 ど も を受託 し、物 もな く、保母 の 人数の 少な

い なか で 保育が 行わ れ て い た1そ の 内容 を見 ると．生

活習慣
・
を身につ けさせる だけの 保育計画で はな く、 絵

本、ままごと、人形、積み 木もしくは絵描き折紙など

様々 な内容を取り上げて い た。と くに、レコ
ー

ドを聞

きながら寝る こ とや大きい 組と
一
緒に給食を食べ る こ ．

とは意味深 い。

　しか し、一方で保母ゴ人が保育園 に住込み 、 朝 7 時

か ら登園 して くる 子ども、午後 8 時近くまで迎えの 遅

い 子 どもが あり、交代で 見て い た。なお，遅くまで 残

る子 どもは、L
「
2 歳児 だ っ た。また

〜 園舎 には 乳児 室

がな く、 事務所を空けて 1、
』
2 歳児 の保育室と して い

’

た。さらに、
’
遊び道具や備品は費用がなか っ たため、

おお よ そ 保育者が作っ た もの で あっ た。滝野 川 保育園

は豊か で は なか っ た が，1950 年代初期と して は きちん

と した保育 を行 う保育園で あっ たとい えよう。

　 1951 年 1 月に 開設された有岡乳児 保育所 は兵庫県

下初の 3歳未満児専用 の 保育所で あ っ た。戦後の 混乱

の 中で 数多くの 乳児 の 住居が 定 ま らない こ とを知 っ た

助産婦 た ち が、1948 年 に 伊 丹乳 児院 を 開設 した。一方、

地元 に は 幼児 を中心 と した 保育所が 既 に あっ たが 、乳

児 を預か っ て も らえ な い で 困 っ て い る地域住民 の 要望

がみ られた。そ こで、乳児保育に慣れて い る伊丹乳児

院の職員が応援す る形 で、県下初の 乳児保育所の 発足

をみた の である。

　 1953年 7 月、東京都 立 白金 保 育 園で は、定員 90 名

中 1、2 歳児 10名を入れ た保育を開始 した。2 階南向

きの 約 60   の乳児保育室、そ の中に 6 畳 の ほ ふ く室

が備え られて い た。10名の 1、2歳児 は混合保育で、

最初の 2年間は担当の保母が一名で あっ た の で、子 ど

も を トイ レへ 連れ て 行 く時 は保育室内に 残 っ て い
「
る 子

どもに 事故がな い よ う に気 を配 っ て い た と記 録 され て

い る。また オマ ル の 設備もなか っ たの で 、 オム ツ をは

ずす時が 苦労で あ っ た し、当時、オム ツやパ ン ツ の 数

も十分に な く 、 午睡中 に保母が 「大急ぎで 洗 い 、乾か

して使 っ た」時もしばしばあっ た、と付言され て い る。

　上記 の 乳児保育の 実践以外に も、労働者ク ラ ブ保育

園、公立三 鷹保育所の 実践等、厳 しい 経済状況の なか 、

乳児保育の実践が 各地域 で 着実に行われて い た。

おわ りに

　前述の ように、乳児 を預 け て も ら う保育所 の 数が 足

りな い の み な らず、乳 児 保 育 を行 っ て い る 所 で あ っ て

も、保育者の 数が 少な く、保育者 1 人 に対 して 10 人

以上 の 乳 児の 面倒 を見 る保育所もあっ た。予 どもの 排

泄の 世話をする場合、他の 子どもの 安全 の ため鍵をか

ける しか な い 場合もあ っ た。また、人手が不 足 して 掃

除も給食もすべ て 保育者が担当しなければな らな い 場

合もあっ た。当時、生活 を支え るた め に働くこ とが至

上命令 だ っ た こ とを考える な らば母親 と して は子 ど も

を預けられ る だけでありがたぐ、 保育内容の 質を問う

こ と ま で に は 至 らなか っ た。

　また 、 各家庭 の 経済的な貧困は子 どもの パ ン ツ 、服、

オム ツ等衣服 の 着替えの 余裕ばな か う た 。 それ に対し

て、保育者 は貧 しい 環 境 の 中で 頑張る 母親に 着替えの

衣服 の持参 を要 望す る こ とが で き な か っ たとい う。

　戦後す ぐの こ の 時期、・自分の 意思を十分表現で き な

い 幼 い 子どもには安心で きる大人（≡保育者）の存在 、 安

全な食事 と十分な睡眠が子どもの 保育を 受ける 権利へ

の保障で あ っ た こ とが 文献、資料か ら言え よ う。
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